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１　事業概要 ５　事業説明

SDGsｺﾞｰﾙ
SDGsﾀｰｹﾞｯﾄ

　児童虐待相談対応件数の増加や、それに伴う児童相談
所職員の増員による気積不足等に対応するため、県設置
８番目の児童相談所の整備を行うとともに、既存児童相
談所の改修等を行う。

　ア　第8児童相談所(仮称)整備費
　　　　　　　　　　　　　　　△14,685千円
　イ　児童相談所気積確保整備事業
　　　　　　　　　　　　　　 △172,282千円

(１)事業内容 
　ア　第８児童相談所(仮称)整備費　　　83,376千円
　　　８番目の県設置の児童相談所(一時保護所併設)の整備のための実施設計
　イ　児童相談所気積確保整備事業　　563,168千円
　　　執務室の気積不足が見込まれる児童相談所(中央・南・草加)の執務室を拡張し、気積を確保するための
　　増築・改修工事
(２)事業計画 
　ア　令和3年度　　：基本設計・測量等
　　　令和4年度　　：実施設計
　　　令和5～6年度 ：新設工事
　　　令和7年度　　：開所
  イ　令和3年度　　：設計・測量等
　　　令和4年度　　：増築・改修工事
(３)事業効果 
　ア
　　(ｱ)管轄人口が100万人を超える川越児童相談所、所沢児童相談所の管轄人口の減少
　　(ｲ)一時保護所定員の増加(150人→180人)　※熊谷児相整備を含む
　　(ｳ)川越児童相談所、所沢児童相談所の気積不足の解消
　イ　 児童相談所(中央・南・草加)の気積不足の解消
(４)県民・民間活力、職員のマンパワー、他団体との連携状況 
　新たな児童相談所の新設により、関係機関との迅速な連携体制が構築される
(５)その他 
　　虐待相談対応件数：埼玉県　5,133件(H25)→16,902件(R2)
　　一時保護児童数　：埼玉県　770件(H25)→944件(R2)
(６)補正予算の概要
　ア、イ　入札差金及び実績が見込みを下回ったこと等による減

２　事業主体及び負担区分
ア・イ　一般事業債(児童相談所整備事業)：充当率90%
　交付税措置50%
イ　施設整備事業債(次世代育成支援対策施設整備交付
金)：充当率1/2　交付税措置70％

３　地方財政措置の状況
普通交付税(単位費用)
(区分)社会福祉費(細目)児童福祉費
(細節)児童相談所費

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員
人件費：9,500千円×3人＝28,500千円

予算額
財　　源　　内　　訳

一般財源
補正後の
予算額県　債

決定額 △186,967 △185,000

現計額 646,544 617,000 29,544

― 福祉部 78 ―

子育てに希望が持てる社会の実現

△1,967 459,577

児童虐待防止・社会的養育の充実



 

事業名

単位事業名 予算額 △ 14,685千円

　
（単位：千円）

節 補正予算額 対前年度増減額

委託料 △14,685 ― 入札差金が生じたことによる設計委託の減

合計 △14,685 ―

単位事業名 予算額 △ 172,282千円

　
（単位：千円）

節 補正予算額 対前年度増減額

旅費 △74 ― 執行留保等による普通旅費の減

需用費 △1,742 ― 執行留保等による消耗品の減

役務費 △106 ― 執行留保等による通信運搬費の減

工事請負費 △170,360 ― 工事費の実績が見込みを下回ったことによる減

合計 △172,282 ―

事業内訳書

児童相談所整備事業

第８児童相談所（仮称）整備費

主な内容

児童相談所気積確保整備事業

主な内容


